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パネル展  
 
実施期間：8月 25日（月）～9月 3日（水） 
開催場所：ららぽーと磐田１階 磐田市情報館 
パネル数：24枚 
 この会場では、パネルを見た方が団体の活動に対して、「いいね！」シールを
貼ってもらいました。結果は、別紙のとおりです。 
 12 月もこちらの会場で、パネル展を開催予定です。クリスマスシーズンに合
わせ、団体からの催しも計画されています。 
 

  
 
 
実施期間：10月 25日（土）～26日（日） 
開催場所：竜洋公民館（竜洋地区文化祭） 
パネル数：11枚 
 全体会場の一番隅の会場で、公民館活動の紹介パネルと同じ部屋で展示しま
した。 
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順　位 団　　　体　　　名 得　点

1 磐田ジュニアホステリング 31

2 WIN（若者いわたネットワーク） 26

3 いわたわんこ 25

4
NPO法人　スポーツコミュニティ・
ポーラスター

24

国分寺まつり実行委員会

みんなでうさぎ山を楽しむ会

NPO法人　こころのサポートひだまり

6 NPO法人　桶ヶ谷沼を考える会 15

7 NPO法人　こどもの森 13

ともりあ朗読の会　ぬくもり

NPO法人　COMPAS

いわた子育てネットわわわ

NPO法人　マリンプロジェクト

子どもの健康と環境を考える会

NPO法人　サンサンいわた

NPO法人　ひつじの会
たんぽぽ共同作業所

11 NPO法人　磐田ふれあい基金協会 8

NPO法人　プロジェクト7

ボーイスカウト豊田第２団

NPO法人　ふくでハッピーハンズ

13 あお空衆 5

14
獅子ヶ鼻トレッキング
サポータークラブ

4

NPO法人　いきいき・いわた

磐田国際交流協会

12

15

17

12

11

9

6

3

ららぽーと　市民活動パネル展　いいねシール得点結果

5

8

9

10
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事 業 報 告 書（中間報告） 

団  体  名 
【市民活動団体】 NPO 法人こどもの森 

【市 担 当 課 】 健康増進課 

事  業  名 未来の子育て世代への食育～若者が元気なまちづくり 

事 業 概 要 

思春期後期の高校生は、ファッションや美容への興味が高まり、過度なダイエット

や偏食などにより食生活が乱れやすい傾向にあります。 

 食生活の乱れは、将来的に生活習慣病につながることから、食育の推進を目指す 

ＮＰＯ法人こどもの森と健康長寿のまちづくりを目指す健康増進課が協力して、 

高校生を対象に「食」についての意識を高め、正しい食生活を身につけることが 

できる講座を実施しています。 

効果測定指標 

① いわた茶を楽しむ・地元の和菓子を知る 

② 自分の食事をみつめよう（自分の食事を見直し、食生活の課題を見つける） 

③ 食事のマナーを体験する（食卓での礼儀作法を学ぶ） 

④ 食文化を学ぶ（伝統的な食文化を学ぶ：おせち料理） 

⑤ 磐田市の特産物の知識を得る（磐田の冬野菜の収穫体験・調理・講話） 

実施状況 

・実施の様子 

第1回：いわた茶を楽しむ・地元の和菓子を知る 8月16日（土） 

     （高校生６人、親子１０組） 

     おいしいお茶の入れ方、和菓子づくりの実践 

 

第２回：自分の食事をみつめよう 

      磐田北高校  1年生  9月 8日 ～ 9月12日：7クラス 

磐田農業高校1年生 10月20日～10月21日：5クラス 計12回 

 

第３回：食事のマナーを体験しよう 

      磐田西高校3年生     9月9日  2クラス 

磐田北高校3年生     9月16日、24日 2クラス 

（磐田農業高校生活科学科 11月28日 1クラス） 

 

・ターゲットを高校生に定め、市内全ての高校に事業の説明に伺い、高校生の協力を依頼した。

・「自分の食事をみつめよう」、「食事のマナーを体験しよう」の講座は、各高校に出向き、 

高校の教室等を利用して実施した。 

進捗状況 

実施した講座 

第１回   いわた茶を楽しむ・地元の和菓子を知る（8月16日） 

第２回   自分の食事をみつめよう（9月8日～10月21日：2高校） 

第３回   食事のマナーを体験しよう（9月9日～９月2４日：２高校） 

 

今後の実施予定 

第３回   食事のマナーを体験しよう（11月2８日：磐田農業高校） 

第４回  伝統的な食文化を学ぶ：おせち料理 

（11月19日  磐田北高校、12月11日  磐田農業高校） 

第５回  磐田の冬野菜の収穫体験・調理・講話（12月20日） 

事業成果 

（見込み） 

高校生の食に対する意識の向上 

・ミニやごちゃんの意味と置き方（配膳）を理解する。 

・食事の大切さ、バランスよく食べることの大切さを理解する。 

・磐田市の特産物（冬野菜）を知る。 
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事 業 報 告 書（中間報告） 

団  体  名 
【市民活動団体】子どもの健康と環境を考える会 

【市 担 当 課 】危機管理課 

事  業  名 
「いわた防災ママ」プロジェクト 

～ママの家庭防災力と自助意識の向上～ 

事 業 概 要 
○子育て中の女性を中心に自助意識の向上を目指す。 

○女性が自主防災組織に参加しやすい環境づくりを整える。 

○原子力災害について正しい知識を身に着ける。 

効果測定指標 

【企画提案書の「解決する課題」・「期待される効果」】や、【「仕様書」の

4.求める効果】にある内容を、どのように成果として表すか。 

 

○アンケートにより参加者や自治会役員の方の意識がどう変わったかを

明示する。 

実施状況 

・実施の様子 

・「効果測定指標」の内容を数値や理解度の段階などを設定して、アンケ

ートや実施の様子などから成果をわかりやすく表示すること。 

 

○講座に参加していただいた女性の方が自ら考えていただいた大規模災

害時の防災対策の一例です。 

・近所の人と食事等をする事で家族情報の交換。 

・災害時に実施する役割を全員に理解してもらうため、例年実施している

訓練を男女の役割を変更し実施する。 

・家族で落ち合う場所を確認する。 

・トイレが使用できないので災害トイレの用意、ペットの消臭剤の活用。

・心のケアとして、避難所でできる楽しい事（ゲーム、読書等）を用意す

る。 

 

○9 月に実施した防災訓練結果において、自治会長、防災会長からの反省

の一例です。 

・女性の参加が少なかったので、来年度は周知方法の仕方を検討したい。

・女性の防災への関係をもっと多くしていかなければいけない。女性目線

での防災訓練の実施。 

・女性も可搬ポンプによる放水訓練をやってくれて良かった。 

進捗状況 

 事業計画に基づき事業が進められているか、計画を進める中で内容の変

更等が生じたことがあったか、今後の計画予定など。 

 

○計画通りに進められている。また、当初の計画以外にも「非常食クッキ

ングスクール」や役員の方を対象に「避難所運営図上訓練」を計画中です。

事業成果（見込み） 

現在までの成果と、今後の見込みなど。 

 

○実施状況から 

・講座に参加していただいた女性の方の防災意識が向上している。 

・自治会長、自主防災会長の研修の結果、訓練に対する女性の大切さが伝

わりつつある。 
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事 業 報 告 書（中間報告） 

団  体  名 
【市民活動団体】特定非営利活動法人 アイあい塾 

【市 担 当 課 】学校教育課 

事  業  名 チャレンジ！私のレベルアッププロジェクト 

事 業 概 要  

教育支援センターに通級する子供たちとプロ職人が交流し、いろい

ろな体験を通して、作り上げる喜びや達成感を味わっていく。 

達成感を感じることで自分に「自信」を持ち、学校生活復帰への支

援を行う。 

効果測定指標 

 

・児童生徒、保護者に、活動についての感想や意識の変化を聞く 

・「家族との関わり」について、児童生徒、保護者にアンケートを実施。

・学校への復帰、一部復帰の状況調査 

・指導員から見た、児童生徒、保護者の変容 

実施状況 

○調理指導より 

 ・近くの農家から畑を借り、種まきから野菜作りの体験をすることで、

農作業の大変さや喜びを体感することができた。 

 ・育てた野菜（キュウリ、ナス、トマト、ピーマン等）を調理すること

で、食材に感謝の気持ちを持って取り組むことができた。 

 ・プロの調理人から専門的な指導を受け、真剣にまた、意欲的に取り組

むことができた。 

 ・野菜嫌いな子が調理後の会食時に、皿いっぱいの野菜を完食した。後

日、その子の母親は「外食した際に、家族の誰もが見向きもしなかっ

たキャベツの千切りを全部食べ切った」と嬉しそうに報告してくれ

た。偏食を失くそうとする姿が見せられた。 

 ・全員が習ったことを参考にして、家族のためにみそ汁を作った。父親

から「母さんが作るみそ汁と同じだ」という感想を得た子どももいた。

  また、祖母の家まで出かけて、みそ汁を作った女子生徒もいた。 

 ・親の会で「調理はどこまでやらせたらいいのか」という発言があり、

調理体験が家族の話題となっていることを感じた。 

○洋裁指導より 

 ・上靴入れ、犬の服、ペンケースなど、自分が今必要としている物を作

った。中には、パーカーを作った女子生徒もいた。予想以上の出来栄

えに、子ども一人ひとりの表情から成就感・満足感を感じた。今まで

あまり会話のなかった親子が、家の中での会話が増えてきている。 

 ・「こんないい物ができるとは思わなかった」と連絡ノートに感想を書

いてきた母親がいた。我が子を見直す場にもなったようだ。 

 ・数点の作品を母親にプレゼントし、親子関係の修復に努めた男子生徒

もいた。 

 ・「先生」「先生」と、感謝の気持ちが溢れた言葉に感動を覚えた。 

○手染め指導より 

 ・子ども同士が互いに認め褒め合っている姿はコミュニケーションでも

あるのだと感じた。 

・親の会に出席していた保護者の中には、手染めに参加する方もいた。

完成した作品を親子で褒め合っている姿を見ると指導冥利に尽きる。

 ・作ったバンダナや T シャツは今後の活動にも使ってもらえると聞き、

喜びを感じている。 

○竹細工指導より 

 ・竹とんぼ、紙鉄砲づくりの作業を見て、経験値の差が顕著に現れるも
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のだなと感じた。 

 ・あすなろを卒業した子ども達も参加してくれ、交流の輪が広がった。

 ・昼食の流しそうめんでは保護者、指導者、卒業生が多数参加し、一大

イベントとして開催することができた。率先して動いてくれた子ども

達のお陰で、時間通りに終えることができた。 

○消しゴムはんこ指導より 

 ・美術の授業を受けていない子ども達は美的センスや色彩感覚が乏し

い。そのような子ども達にとっては、大変興味深い内容であった。 

 ・短絡的に物事を考えがちな子どもにとって、カッターでこつこつと粘

り強く作業を進めることは大変有意義な時間であった。 

○指導員より 

 ・すべての活動において、子ども達の満足度は１００％であり、興味深

い活動と思われる。 

 ・年度当初は、来客に対して極端に緊張した態度をとっていたが、現在

はそのような姿は全く見られず、普段どおりに活動している。 

 ・食生活が乱れている保護者が、連絡ノートに、この事業に対する感謝

の言葉を書いてきている。 

 ・活動日が親の会と同一曜日のため、保護者の理解も得られやすく、親

子で参加する姿も増えてきている。 

○学校への一部復帰 

・追跡して比べると、学校への一部復帰日数が増加傾向にある。 

６月は延べ１３日→９月は 18 日 

○通級生の増加 

 ・普段、体験できない活動が多く、入級する児童生徒が増加傾向にある。

６月の７人→９月の１３人 

 ・人数の増加により、いろいろな場面で集団として意識するようになっ

てきている。また、競争心も芽生えつつある。 

進捗状況 

 

○実施した事業 

・七夕会での調理指導        7 月 9 日    

・洋裁指導             7 月 15 日、22 日    

・竹細工体験（流しそうめん）指導  8 月 4 日 

・手染め指導            9 月 ９日、16 日  

 

○今後の実施予定事業 

・消しゴムはんこづくり指導    10 月 28 日 

・サツマイモを使っての調理指導  11 月 25 日 

・綿くり体験指導          1 月 1３日 

・マスコットづくり指導       １月２０日、２７日 

・お別れ会での調理指導       ２月 ３日 

事業成果（見込み） 

・食に対する意識の高揚 

・他者への感謝の心育成(感謝の会２月３日) 

・親子のコミュニケーションの広がり 

・コミュニケーション能力の向上 

・学校復帰率の向上、復帰者の増加 
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H26 年度 みんなの活動応援講座 開催しました！ 

会議のプロに学ぶ！「みんな満足！楽しい会議の進め方」 

会議ファシリテーション初級講座 

Part1 今までの会議を「楽しい」会議に変えていこう！   

      

7/19（土）１３：３０ １６：３０ のっぽ交流スペースにて 

講師：会議ファシリテーター普及協会 副代表 小野寺 郷子氏 今回の講座では、会議ファシリ

テーターとは合意形成型会議の進行役で、ファシリテーションとは、参加者の主体性と可能性を引

き出す技術、また参加者同士の相互作用を高める技術であるという基本を、参加者でグループを

作り、実際に会議をするというワークショップを通して学びました。 

 まずは、自己紹介をしながら＜理想の会議＞とはどういうものかを体感。 

＜理想の会議＞の条件とは、 

１．楽しい→明るく前向きな意見が出る 

２．意見を聴き合う→人の話をよく聴く（お互いを尊重する心） 

３．時間を守る→決められた時間内に新しい解決策をさぐり、最善を目指す、参加者全員がどこか

で合意して進む 

 「議長」と違い「会議ファシリテーター」は、中立の立場でグループの力を引き出していきます。一

番大切なことは全員が発言するように支援すること。 

「議長」は、自分で決め、指示を出す人ですが、「会議ファシリテーター」は、問題が出たら 

＜場に問う＞ことが重要になります。 

この時の黄金の言葉は、「皆さん、どうしましょう？」 

初めて会う人同士でグループワークをしましたが、和やかな雰囲気の中、笑い声が絶えませんで

した。 
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＜参加者の感想＞ 

「遊び心の大切さや新しい考え方が学べて良かった」 

「全員参加型を身近な地域の中での話し合いの場で活かしていきたい」 

「いろいろな経験、年齢の方の意見も参考になった」 

「会議ファシリテーターになるにはスキルが必要だと思った」などなど… 

 

 次回 Part2 「楽しい」会議にするためのテクニック公開 は、8/9（土） 
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H26 年度みんなの活動応援講座 Part2 開催しました！ 

会議のプロに学ぶ「みんな満足！楽しい会議の進め方」 

～会議ファシリテーション初級講座～ 

Part2 「楽しい」会議にするためのテクニック公開 

8/9（土）13：30～16：30 のっぽ交流スペースにて 

講師：会議ファシリテーター普及協会 副代表 小野寺 郷子 氏 

     

今回は、グループ内で自己紹介をして 7/19 に行った Part1 の復習からスタート！ 

1. 理想の会議の３つの条件とは？ 

2. 会議ファシリテーター黄金の言葉とは？ 

覚えていますか？ 

答えは… 

1. 楽しく  聴き合う  時間を守る 

2.「皆さん、どうしましょう？」 場に問う言葉ですね。 

次に、「全員発言させる 7 つの方法」についてグループワーク。 

この方法とは…以下の通りです。 

1.雰囲気を作る 

2.紙などに書かせる 

3.グループで話をさせる 

4.具体的な資料を用意する（見せ方のコツ：大きくして皆でみる） 

5.ブレインストーミングの活用（いい意見ではなく「何でもいいからたくさん出させる」 

6.回転発言（順番に話す） 
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7.指名（発言が少ない人へ） 

 

それから、営業マンの「コミュニケーションの７段階」についてのワークに突入！ 

個人で考えポストイットに書き出し、グループで共有しながら答えを一つにしていきます。 

このコミュニケーションの取り方の活用場面は会議だけではなくて、接客や新人育成、そして親子

関係にも OK という優れもの。 

１．よく観る 

２．始めの話題の工夫 

３．よく聴く（深く） 

４．褒める（本当に良い所を） 

５．拡大質問をする「どう思う？」「それから？」 

６．限定質問をする Yes、No で答える質問 

７．「～という考えはどうでしょうか？」と提案する 

コミュニケーションサイクルは観る→聴く→問う 

最も大切なのは「よく観る」＝“良いところ探し”をすることだそうです。 

新人さんには「よく観てごらん」この言葉がけが大切！ 

コミュニケーションの心（人の話をよく聴く）を理解したところで、２人ペアになってヒーローインタビ

ューをして過去の栄光を聴き合いました。 

そして、採点。自分がしたインタビューと、相手のそれについて点数をつけました。 

高得点者には小野寺さんからプレゼント！ 

「気持ちよく話をさせる」「聞き出す」これがポイントです。 

 

最後は「話し方問題」です。 

これは、販売の実績がおもわしくないため営業課と製品企画課が集まって会議を開いたときの様

子…営業課 A、製品企画課 B、そして議長をつとめている総務課長の３人の言葉を紹介した文を

読んで、総務課長の発言をどう評価するか…という問題です。 
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普段何気なく言ってしまうような言葉、そして互いの言い分をくみ取っているように思わせる総務

課長のセリフ。この裏に隠された心理、そしてそれを聞いている人たちがその言葉をどう捉えるの

か…奥が深い内容でした。 

この部分を詳しく知りたい方は、ぜひ“のっぽ”まで来てくださいね！お待ちしています。 

 

参加者からは、「ファシリテーションについて、もっと深く学びたい」「この講座で学んだことを活動

や職場、そして日常生活でも活かしていきたい」という感想が寄せられました。 
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